
その他 

●施設利用について 

Ｑ． 

交流センターに電話予約をお願いした際に、「電話では予約できません。施設に来て下さい」

と言われ、「ネットで予約はできませんか？」とお願いしたら「出来ますので、IDを発行します」

と言われました。ID の発行の際に窓口までと言われた際に、ネットの利便性の欠如を感じまし

た。さらに、ネットで予約した後に、変更・取り消しを行おうと画面操作をしたが、思うように

行きません。困って施設に電話したら、あっさりと「窓口でしかできません」と言われました。

それも電話で出来ず、施設に来てくれとのこと。画面上では、出来る旨が表示してあります。そ

のようにナビゲーションされています。しかし、出来ない。「何故なんだ？」と聞いたら「窓口

が優先です」との答え。生産効率で世界に遅れをとる日本社会、LINE など SNS でコミュニケー

トできる社会、世代交代で若者が参加しにくい社会にあって、昭和の名残のような社会システム

に何の疑問も持たない施設管理者、「なぜ？」と聞いても返ってくる答えは「わかりません。そ

うなっています」。団体活動している私たちが SNS で繋がっているのに、行政がこのようにアナ

ログでは市民活動を阻害しています。早急に、ネットでの手続きが出来るように改善して下さい。

どうしたら次世代が活動できるようになるのか、社会活動にリンクした定期的なシステム検証も

不可欠です。このような実態では自治体間競争でも遅れを取るし、最終的には移住へのまちづく

りの弊害となるので、新たな時代に向けた総合的な行政ツールの検証が必要です。 

（令和 4年 3月受付） 

 

Ａ． 

 健康長寿アクティブ交流センターの施設利用手続きについて、ご不便をおかけし、不快な思い

をさせてしまいましたことを深くお詫び申し上げます。社会全体のデジタルトランスフォーメー

ションが求められている中、自治体の役割は極めて重要であり、当市においてもデジタル技術や

データを活用した市民の利便性向上に向けて、積極的に取り組むよう関係各課に指示してきたと

ころです。 

 しかしながら、公共施設予約システムについては導入から 10 年以上が経過しており、オンラ

イン上で手続きが完結するという理想的な形ではないことは事実であります。そこで、このたび

のご指摘を真摯に受けとめ、担当課には各施設の対応とシステムの改善を検討することを指示い

たしました。取り急ぎ対応させていだだくこととして、ヘルプメニューからは利用できない操作

の説明は削除し、利用者の皆様にわかりやすく操作しやすくなるよう改善いたします。 

 また、今年度中に公共施設予約システムの入替えを検討しておりますが、公共施設を利用され

る皆様の利便性を向上するために、業務手順や書類様式等、多岐に渡る見直しと試行期間が必要

となります。こちらにつきましては今しばらくお時間をいただきますことをご理解くださいます

ようお願いいたします。 

なお、職員に対しては、現状に甘んじることなく、市民満足度の高い行政サービスの提供に努め

るよう意識を持って業務にあたり、利用者の目線に立った懇切丁寧な応対をするよう徹底してま

いります。より厳しさを増す自治体間競争に生き残る、選ばれるまち新発田の実現に向けたまち

づくりに今後とも努めてまいります。 

 （令和 4年 4月 6日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


